
 

 

                                        

                         

私たち小鳥レスキュー隊は 

鳥やその他ペットと呼ばれる、人ではない種別の生き物たちを 

同じ家に住む家族として 種の尊厳を尊重し、 生涯を共にすることを誓います。 

 

  自身が病気や その他の理由により 仕方なく その責任を 手放さなくては 

ならないとき 

その家族が健やかな生活を継続できるよう最善の努力をします。 

 

 また 家族たちが 病や老衰により、 看護または介護が必要になったときには 

見ないふりをせずに最後のときまで 最善を一緒に考えます。 

  

 もし 大切な小さな家族たちが 虹の橋を渡るときがきたら 

私たちのために生活をともにしてくれたその命のために たくさん泣きます。 

そして その存在を生涯決して忘れません。 

 

 

 ひとつでも 多くの命が継続できるよう ここにレスキュー隊を結成します。 

 

 

 

                                      平成２８年７月１日  

  

                     ＮＰＯ法人 小鳥レスキュー会 代表理事 上中牧子 

                         里親ステーション「鳥の駅」駅長 小島雄三 

 


